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社会経済情勢の変化に伴い複雑化・多様化する地域課題に対応するためには、ＮＰＯ、企業、地域団体等の多様な公の担い手（以下「ＮＰＯ等」といいます。）と行政が協働して、地域課題を解決し、さらには新しい価値を生み出していくことが必要です。
この取り組みを推進するため、県は、下記の６つのテーマについてＮＰＯ等との意見交換会を開催します。参加団体を募集しますので、希望する団体は、１１月６日(金)までにお申し込みください。
１　開催目的　
　　各テーマについて、現状や問題点、解決のための協働事業の展開手法について意見交換を行います。（団体の活動を紹介する場ではありません。）
　　例えば…　ＮＰＯ等の活動を通してこんな問題点を把握している

　　　　　　  事業(公益的なものに限ります。)を展開する場合は、このような方法はどうか、など　
２　テーマ及び内容　
	NO
	テーマ
	開催日時
	会場
	ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
	　申込期日

	1
	障害者当事者目線のバリアフリーコンサルティングと情報公開
	11月11日（水）　 14:00～16:00
	とちぎボランティアＮＰＯセンター「ぽ・ぽ・ら」３階研修室Ａ


	宇都宮大学教育学部                          教授　陣内　雄次氏
	11月６日（金）

	2
	タブレット活用による高齢者の生きがいと社会参加等への在り方を探る
	11月12日（木）　14:00～16:00
	
	宇都宮大学教育学部                          教授　陣内　雄次氏
	

	3
	発達障害児・者及び発達障害が疑われる児・者に対する相談支援～本人や家族支援と本人を取り巻く人的社会環境の理解度を深める～
	11月13日（金）　10:00～12:00
	
	国際医療福祉大学

保健医療学部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　畦上　恭彦氏
	


意見交換会の詳しい内容は３ページをご覧ください。
３　参加申し込みについて　
（１）各テーマにつき、次のとおり募集します。参加希望多数の場合は、団体の活動内容等を基準に選考することがあります。参加決定については後日御連絡します。
■意見交換会で発言を希望する場合
　　5団体程度(1団体あたり1名)を募集します。

  ■意見交換会の傍聴を希望する場合
　　1団体あたり２名までとします。

（２）団体（ＮＰＯ、ボランティア団体、企業、地域団体等）としての参加とします。個人での参加は対象となりません。
（３）応募用紙を11月６日(金)までに県民文化課県民協働推進室へメールまたはファクシミリで送付してください。
応募用紙は県ホームページからダウンロードできます。
　　 アドレスhttp://www.pref.tochigi.lg.jp/c01/life/npo/kyodo/kyodo-top.html
（４）意見交換会の様子は、後日、県ホームページで公表します。
４　参加申し込みに関する問い合わせ先　
　　 栃木県県民生活部県民文化課県民協働推進室　（担当:鈴木）　
　　〒321-8501　宇都宮市塙田１－１－２０　　電話番号　０２８－６２３－３４２２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX番号 ０２８－６２３－２１２１
【会場案内】　とちぎボランティアＮＰＯセンター　ぽ・ぽ・ら

住所：宇都宮市昭和２丁目２番７号

交通案内

○ＪＲ宇都宮駅からバスで10分

「県庁前」下車徒歩５分、または「県庁西門前」下車徒歩１分

○東武宇都宮駅から徒歩10分

※公共交通機関をご利用ください。


	テーマ１
	障害当事者目線のバリアフリーコンサルティングと情報公開について　
（テーマ提案者　ＮＰＯ法人アクセシブル・ラボ）

	希望する意見交換の内容
	　超高齢化時代の到来や、２０２０年のオリンピック・パラリンピック開催に向け、バリアフリー化に関心が高まる一方、公共施設等整備に関して、アクセシビリティについての検証が十分になされていない現状がある。また、障害者が外出を行う際に本当に必要としている情報を調査し、公開することが求められる。そのため、以下の点について意見交換を行いたい。

①公共施設等の新築・改修に関して、障害者当事者に意見を求める際には、対価報酬を支払い、プロとして仕事を依頼する形の実現

②外出先におけるアクセシビリティの調査の実施、結果の公開等、障害者等の移動困難者に対し、多様な選択肢を提供できるための情報収集・提供のあり方

	テーマ２
	タブレット活用による高齢者の生きがいと社会参加等への在り方を探る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（テーマ提案者　ＮＰＯ法人栃木県シニアセンター）

	希望する意見交換の内容
	　行政サービスもＩＣＴ化が急速に進み、また、小学校等においてはタブレット学習が始まっている。高齢者にタブレット活用などＩＣＴ化に係る学習機会を提供することにより、高齢者の社会参加、新たな居場所づくりの構築を行いたいと考えている。そのため、各地域に合った、タブレット等に係る学習とその活用方法等について意見交換を行いたい。


	テーマ３
	発達障害児・者及び発達障害が疑われる児・者に対する相談支援　
～本人や家族支援と本人を取り巻く人的社会環境の理解度を深める～

（テーマ提案者　ＮＰＯ法人生涯発達研究所）

	希望する意見交換の内容
	障害者総合支援法により、地域支援センターや事業所において、障害者の潜在能力にスポットが当たるような支援計画作成や対応がなされるシステムが構築されつつある。しかし、障害者の包括支援対策においては、不十分な面もあると考える。生涯発達研究所では、当事者達からの相談支援を継続的に行いながら、社会に貢献できることは何かを、研究と実践を重ねて発信できるように検討を続けている。今回は、そうした検討を踏まえ、以下の点について意見交換を行いたい。

　

①発達障害児で医療機関や児童発達支援事業所に通っている子供たちと養育者の実態調査について、実際に行われている支援内容と欠落している支援について　

②青年や成人の発達障害者の相談支援内容の実態と強化すべき支援、不足している支援について



栃木県県民生活部県民文化課県民協働推進室　(担当:鈴木)行き　　　　　　　
　メール　kyodo＠pref.tochigi.lg.jp 　　ファクシミリ　０２８－６２３－２１２１
　　　　　　
「ＮＰＯ等と行政とのテーマ別意見交換会」参加申込書

■希望するテーマ、参加方法に○を付けてください。
（１）テーマ名　
	記入欄
	テーマ
	
	 

	　
	（１）障害当事者目線のバリアフリーコンサルティングと情報公開について
(11/11)
	　
	

	　
	（２）タブレット活用による高齢者の生きがいと社会参加等への在り方を探る(11/12)
	　
	

	　
	（３）発達障害児・者及び発達障害が疑われる児・者に対する相談支援(11/13)
	　
	


（２）参加方法（どちらかに○を記入してください）
	　　
	発　言
	　
	　傍　聴


■参加される方の役職・お名前、団体名等を記入してください。
役職・お名前　　　　　　　　　

	団体名
	　

　（代表者　役職名・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

	連絡先
	所在地
	〒　　　-　　　　　　　　　　　

	
	電話番号
	
	ﾌｧｸｼﾐﾘ
	

	
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	

	以下は、意見交換会で発言を希望する団体のみ御記入ください。記入いただいた内容は、意見交換会の資料として公表します。

	団体の活動

内容
	

	希望する

意見交換の

内容
	


栃木県「ＮＰＯ等と行政とのテーマ別意見交換会」の


参加団体を募集します





意見交換会の内容
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